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Exploratory Survey on the Measurement of Social Capital in the Working Place :
Development of the Scale and Test for it
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Abstract
Research on social capital is receiving an increasing amount of attention not only in sociology but
also in the academic fields of management and psychology. Most research focuses on the three core
concepts of trust, reciprocity, and social network and how these affect the safety and efficiency of
business and communities as well as influence an individual’s well-being in terms of health, career
development, mental fulfillment, happiness, etc.
The purpose of this research was to test the validity of a questionnaire developed to measure
social capital. Specifically, we tested the correlations between job satisfaction, career satisfaction, and
psychological health of working persons, interpersonal support, such as social support and
mentoring, and organizational effectiveness. We used covariance structure analysis to define a causal
relationship between those factors.
The subjects are paid workers employed by companies, mainly mid-sized financial enterprises, and
nurses employed by mid-sized to large hospitals.
The results show that individual perception of social capital has a strong relationship to a person’s
well -being and their cognitive awareness of organizational effectiveness. So the validity of the
questionnaire is supported.
Key Words














































































































































































































































それら以外では，キャリア発達との関係の論究も多く Baruch and Bozionelos（２０１１）は，「い
くつかの研究は，キャリアの成功に対するメンタリングの貢献とネットワークの結びつきの貢献
の重なり合いを示唆し，それは，ネットワークの結びつきとメンタリングが代替可能であること








































































































































８ ２４ ２０ １０ ３ １ ０ ６６
１２．１％ ３６．４％ ３０．３％ １５．２％ ４．５％ １．５％ ０．０％ １００．０％
女
２１２ ３２１ ４４４ ３５６ １７４ ２４ １３ １５４４
１３．７％ ２０．８％ ２８．８％ ２３．１％ １１．３％ １．６％ ０．８％ １００．０％
合計
２２１ ３４８ ４６８ ３６７ １７８ ２５ １３ １６２０





８２ １７５ ９４ １７０ ２２７ ４４ ４ ７９６
１０．３％ ２２．０％ １１．８％ ２１．４％ ２８．５％ ５．５％ ０．５％ １００．０％
女
６５ １１５ ８９ １０８ ４５ ２ ３ ４２７
１５．２％ ２６．９％ ２０．８％ ２５．３％ １０．５％ ０．５％ ０．７％ １００．０％
合計
１４７ ２９０ １８３ ２８２ ２７５ ４６ ８ １２３１




９０ １９９ １１４ １８０ ２３０ ４５ ４ ８６２
１０．４％ ２３．１％ １３．２％ ２０．９％ ２６．７％ ５．２％ ０．５％ １００．０％
女
２７７ ４３６ ５３３ ４６４ ２１９ ２６ １６ １９７１
１４．１％ ２２．１％ ２７．０％ ２３．５％ １１．１％ １．３％ ０．８％ １００．０％
不明
１ ３ ４ ５ ４ ０ １ １８
５．６％ １６．７％ ２２．２％ ２７．８％ ２２．２％ ０．０％ ５．６％ １００．０％
合計
３６８ ６３８ ６５１ ６４９ ４５３ ７１ ２１ ２８５１





























































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
６―１３情緒的―功利的 ．９６６５９ ．０１３１４ ―．０３５７９ ―．０５２８７ ―．０５１９７
６―１４サイドベット ．９４０６５ ．０１４４２ ―．０２２２２ ―．０４９６８ ―．０５０８３
６―１６価値は同じ ．４７３４９ ．００４９９ ．１０３５９ ―．０３４８６ ．２４４４３
６―１９他人の手足纏にならない ．００８９９ ．７９０４６ ―．１１１１５ ―．０４６２４ ．０７７２４
６―２０信頼され任される ．０４０９２ ．６８３７８ ．１９８８８ ―．０２１６１ ―．０２２０５
６―３暗黙のルールに従う ―．０５０３５ ．４４７９９ ．０５２６３ ．２１５５９ ―．０５４８
６―２中心的なグループ ．０５４２３ ．４０３５５ ．０６３６６ ．１９９９１ ．０７８６７
６―７進んで助ける ．０３６１１ ．０７１９８ ．８０９２４ ―．１０３１４ ―．２１９６４
６―９必ずお返し ―．０２８２８ ．０２１５５ ．６８３６１ ―．１５３９２ ．０７６４３
６―１０助けてくる人がいる― ―．１０１４８ ―．００１４９ ．４６４０７ ．１９０３６ ．１５４４８
６―１不安感じない ．０６３５ ．１８７７５ ―．２７７１６ ．６５８０６ ―．０８６７５
６―６信頼している ．１４１８９ ―．１２３６２ ．０７３２５ ．６３９７１ ．００３２６
６―５健康で快調に過ごす ―．１８０５９ ．０６５５２ ―．０４１２２ ．５６６７７ ―．０３４８３
６―８他人は信頼できる ―．０２３８８ ．００７３ ．２８７５７ ．４４５３３ ．００４３５
６―１５上司同僚頼れる ．１６９８６ ―．１２２０９ ．１８７７２ ．３５９０７ ．１５０８２
６―１７お返しを期待できる ―．０１９５７ ―．０２１５５ ―．１２９７１ ―．０３１８５ ．７４４６４
























α係数 ．８３２ ．７１５ ．７８９ ．８４７
出所：作成筆者
表４ 職場のソーシャル・キャピタル認知
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
１２―１１協力姿勢強い ．７１８ ．１８８ ．２０８ ．０５４
１２―１５コミュニケーション良好で仕事円滑 ．６７７ ．２２７ ．２６８ ．１３８
１２―１２同じ考え方や方針 ．６３０ ．２５８ ．２３７ ．１４９
１２―６困っている人を助ける ．６２４ ．３４４ ．１５４ ．０４５
１２―１９絆が強い ．５４４ ．２０８ ．１９０ ．４４９
１２―１８必ずお礼をする雰囲気 ．５３５ ．１８６ ．１１４ ．３１７
１２―１６何でも話せる雰囲気 ．５２２ ．２１３ ．２４５ ．２２８
１２―１３姿勢は変わらない ．４８２ ．２３５ ．１６１ ．０８８
１２―１７貢献意識が高い ．４８１ ．３２２ ．２６８ ．３９１
１２―３ハラスメント対策 ．２４９ ．６３１ ．２２１ ．０３５
１２―４人間関係解決 ．４２０ ．５５２ ．１８４ ．１２４
１２―１長期に処遇 ．１６１ ．５１９ ．３３１ ．２６１
１２―５情報共有化 ．４２５ ．５１２ ．１７２ ．１０５
１２―２やる気は高い ．３１２ ．４５３ ．１５４ ．２５１
１２―１４公正である ．３８６ ．４４１ ．２７１ ．２３０
１２―８メンタルヘルス良好 ．２４６ ．１４５ ．７１５ ．０３５
１２―７不安を感じてない ．２６０ ．１７９ ．６３６ ．０７４
１２―９やめる人が少ない ．０８２ ．１７２ ．５９３ ．１４８
１２―１０生産性は高い ．２１６ ．１９０ ．３９６ ．１１３
１２―２１参加暗黙の決まり ．０２１ ．１０２ ．０１７ ．４８５


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































適 合 度 指 標 ＣＦＩ ＧＦＩ ＡＧＦＩ ＲＭＳＥＡ
全サンプル .９４８ .９５８ .９３２ .０９５
看護師会社員（金融） 正社員のみ .９３８ .９４７ .９１４ .０６８
看護師 正社員のみ .９４０ .９５１ .９２１ .０６７




.９４１ .９４９ .９１８ .０４８
多母集団分析 看護師・会社員（金融）
地位３区分 正社員のみ
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（受付 ２０１７年１０月５日 受理 ２０１７年１２月５日）
１．病院は，従業員を組織の一員として，誠実
に対応・処遇してくれていると感じる
５―４―３―２―１
病院は従業員を利益を上げる手段としてしか
扱っていないように思える
２．仕事へのやる気は高い人が多い ５―４―３―２―１ 仕事へのやる気は低い人が多い
３．病院や上司は，ハラスメント（パワハラ，
セクハラ，マタハラ）が起こらないような
制度づくりや組織の運営をきちんとしてい
る
５―４―３―２―１
病院や上司は，ハラスメントに対する制度の整
備もしないし，運営にもまじめに取り組んでい
ない
４．職場ではハラスメントはほとんど起きない ５―４―３―２―１ 職場のハラスメントは，増えてきている
５．部門間で情報の共有が十分にされている ５―４―３―２―１ 部門間の情報共有はほとんどない
６．困っている人がいれば，お互いに，進んで
助けようとする
５―４―３―２―１
自分のことを優先し，他人のことを助ける人は
ほとんどない
７．イライラしたり不安を感じているように見
える人はいない
５―４―３―２―１
イライラしたり不安を感じているように見える
人が多い
８．仕事や人間関係でストレスや病気を訴える
人はほとんどいない
５―４―３―２―１
仕事に追われたり人間関係の緊張で，病気の訴
えや欠勤者が多い
９．他の職場に比べて仕事の効率は高い ５―４―３―２―１ 他の職場に比べて，効率は低い
１０．他の職場に比べて，残業なども少なく，仕
事の生産性は高い
５―４―３―２―１
残業などの割には，生産性は低い
１１．職場の人は，互いに信用しあい，協力しよ
うという姿勢が強い
５―４―３―２―１
互に他者を利用しようとしているのではないか
と警戒しあっている
１２．みんなが同じような考え方で行動している ５―４―３―２―１ みんなばらばらの方向を見ている
１３．仕事に対する姿勢や考え方は正社員も非正
社員も変わらない
５―４―３―２―１
正社員と非正社員では，仕事に対する姿勢や考
え方はかなり異なる
１４．全体的に人事評価や処遇は公正である ５―４―３―２―１ 人事評価や処遇は恣意的である
１５．職場のコミュニケーションは良く取れてい
る
５―４―３―２―１
職場でのコミュニケーションは，うまくいって
いないことが多い
１６．病院を信頼している人が多い ５―４―３―２―１ 病院への不信感が高い人が多い
１７．病院や職場のために貢献しようという意識
が高い人が多い
５―４―３―２―１
病院や職場のために貢献しようという意識を持
つ人はほとんどない
１８．仕事で助けられた時は，必ずそのお礼をし
ようという雰囲気が強い
５―４―３―２―１
誰かに助けられたとしても，仕事上のことだか
らと，お礼は気にしない
１９．社内では人と人とのつながり（絆）が強い
と思うことが多い
５―４―３―２―１
社内では人と人とのつながり（絆）が弱いと思
うことが多い
２０．社内では全社の運動会や懇親会，余暇活動
などが盛んである
５―４―３―２―１
社内では全社の運動会や懇親会，余暇活動など
は，ほとんどない
２１．他社と比べて離職率が低い ５―４―３―２―１ 他社と比べて，離職率が高い
２２．社内の懇親会や運動会などへの参加は，暗
黙のルールである
５―４―３―２―１
社内の懇親会や運動会などへは，参加したい人
だけが参加する
職場におけるソーシャル・キャピタルの測定に関する探索的研究 ４５
